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第２回学校運営協議会の内容について 
１ 今年度の委員一覧 

 

 

 

 

 

 
 
２ 第２回の主な内容 

７月２２日（水）、以下のとおり協議会を実施しました。 

(1)報告事項 

①計画を立てていた活動の各校の取組状況 

・防災にかかわる活動 

・社会科見学・職場体験等の取組 

・図書館開放 

・教員の健康確保 

 

  ②新たに取り組んでいる（予定している）活動 

・教育目標の改定（長橋中） 
 
(2)グループに分かれての熟議 

テーマ１：「児童生徒と地域の人が気軽にあいさつ 

できる方法について」 

テーマ２：「英語検定や漢字検定、スキー授業など、 

学校のお手伝いをしてくれる人材の掘り起 

こしについて」 

                   【文部科学省資料「全国の学校における働き方改革 事例集」より】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テーマ１：「児童生徒と地域の人

が気軽にあいさつできる方法」 
 

○かつてのように、地域のコミュ

ニケーションとして挨拶ができ

るとよい。 

○プレートや腕章があるとありが

たい。 

○パッと見て分かる大きさ、色、形 

 
 
状がよいのでは。 

○現在、長橋中の 

美術部の生徒が 

デザインした絵 

を首から下げる 

など試行的に制 

作中。（右の写真） 

○これらの取組を 

地域に広げるた 

めには、回覧板や各種便りでの広  

報が必要ではないか。 

 

テーマ２：「学校のお手伝いをし

てくれる人材の掘り起こし」 

 

○英語検定の試験監督はリスニング 

 テストの際のCDプレーヤーの 

 

操作があり、意外と難しい。経

験がある人がやってくれるとあ

りがたい。 

○一人で試験監督をするのではな

く、複数体制だとよいのでは。 

○PTAの取組だと、卒業したら終

わりになってしまうので、サポー

ト制度のような仕組みづくり（任

意の登録）があるとよい。 

○漢字検定であれば手伝えるかも。 

ある程度年配の方でも、検定に向

けた勉強会や、試験監督をお願い

できると思う。 

○試験監督以外でも、例えば夏休み

の学習会や部活動の際に、電動か

き氷器を持ち寄って子どもにご馳

走するなどできないか。 

第３回の協議会は、２月に各学校で、学校評価に関する協議を行う予定です。 

第２回の熟議で出された主なアイディア 

【熟議の進め方】 

前回と同様、グループ協議で

「アイディアを出し合い」、「出

されたアイディアの中で、「まず

は自校でやってみて、必要なら他

校でもやってみよう」という交流

の場」としました。 

推薦枠 氏名（◎は会長、○は副会長。敬称略） 
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長橋小 林 大喬、濱谷 貞一、◎倉谷 建次、安達 直樹 

幸 小 蒲澤 圭吾、工藤 絵美子、高橋 幸一、西山 誠一 

塩谷小 中谷 文泰、福田 信正、渡辺 琢史 

 


